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マツ属における落葉季節と落葉型の変遷

ll.多節伸長型の落葉期と落葉型

大畠誠一・渡 辺 政 俊

Studies on the Seasonal Patterns of Needle Fall 

and Their Adapta tion in the Genus Pinus 

日.Seasonal Patterns in Pines of Multi-Flush Growth in Shoot 

Sei-ichi OOHATA and Masatoshi WATANABE 

要 旨

マツ!障の多様な主主活様式を理解するために，多節伸長型(テーダマツ型伸長)を訴すマツ類12

1震の落葉の生存関変動を調べ，次の結果が得られた。

1.四季の明らかな地域iζ分布し， しばしば多節の伸長ぞするマツ朔では，秋に一回搭撰するf:!]

瀬と春秋ニ聞に溶撰する醸類が認められた。冬季でも温暖な低緯度地域に分布し，典型的な多

節伸長裂の種類では，特定の季節に築中して搭諜するよりも年tm~通じて落書きする性質が認め

られた。特殊な裂として墜に溶梁する種類が見出された。

2. 多節伸長型のマツ 3銀が示した様々な搭誕のパターンは，芽の{rll，長型が一間裂のマツ鎮で見い

出された結果とほとんど向じであり，落葉型は5.1::の伸長製と直接的な対応関係にない。

3. ひとつの芽の伸長裂のに対して様々な落葉裂が出現していた乙とは，落葉期および蔀繋裂が，

比較的新しい時代.~の伸長型が形成された時代以後に獲得された性鎮であると推測した。

はじめに

マツ矧を北半球の各地から収集し，京都で腎成した場合，マツ類の謀議は原産地の気候iζ適応

して捜得した鵠独自の性質巻示す側面と，京都の磁度条件lζ応じて変化する側面 11とがあった。

功〉えると，多くのマツ類の譲葉最盛期は，京都の気溺iζ合わせて5開館しているが，議擦の年

間変動の型そのものは，躍が獲得した独自の型脅保持していた。それらの落葉型は額によって様々

であり，必ずしも弗の{府議に対応した性質ではなかった1)。

芽の伸長様式が多節伸長型 (ζζではテーダマツ劉4在意味する)のマツ額は一般に磁暖な地域

l乙分布し，主主宵期間内i乙次々と新しい芽ぞ伸ばすマツ類 2白川である。 ζのようなマツでは， 引

き続く新しい芽の伸長と，それにともなう新築の伸長により乙は生康器官が著しく増加 1)

することになる。他方，変の葉の増加は物禁生産 2)I乙とって必ずしも有利に作用するとは思わ

れない。 ζのためにa 襲の生践に対lliして誕の除去も進行すると予想されるが， このような観点

から，多節伸長型のマツ類の務葉現象~調べた報告例は極めて少ない。そこで，穿の{市長型と関

連して，特i乙多節伸長型のマツ鎮の落葉期と年間変動について整理しておきたい。
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材料と方法

ζの報告は，前悶lζ報告した研究 1)の一貫であり，多節伸長型のマツ鎖の落葉調査を盤理し

た結果である。今回使用したマツ類の材料もすべて京都大学農学部横習林上賀茂試験地に育てら

れたマツであり， 12種全てが騒外で育てられている。それらのマツ類与を分類群 -1，5)に従って，

樹11fr~，原陵地の平均緯度 (ML)，平均視議指数 (MWI)などを整理してTablellζ示した。

Table 1. Pines and native regions examined th邑 leaffall 

Speci告S

Subsect. Australes 

P. rigida MILL. 

P‘pungens LAMB. 

P. echinata MILL. 

P. taeda L. 

P. palustris MILL. 

P. elliottii ENGELM. 

Subsect. Sy lves tres 

P. pinaster AIT目*

P. haleρensis MILL. 

Subsect. Contortae 

P. virginiana MILL 

Subsect. Oocarpae 

Tree age 

11 

24 

18 

11 

23 

11 

25 

24 

P. radiata D. Dα{. 8 

P白 patulaSCH. & CHAM. 24 

P. greggII ENGELM. 13 

* sometime multinodal 

Native region 

Latitude Mean Warmth Index 

35-45 89.7 

34-41 99.0 

30-41 127.7 

28-39 146.9 

27-37 156.4 

28-33 165.3 

32-46 111.9 

30-45 135.2 

32-41 111.3 

35-37 92.3 

17-21 100.7 

20-25 113.7 

多節伸長裂のマツは SubgenusStrobusの諮問.で少なく，明らかな多節伸長はP.strobus var. 

chiaμnsis tζ認められるが，今田は調べていない。 P.morrisonicolaはしばしば多節伸長を示

すが， ζの額は単節型の醸として扱った。多鮪伸長型の磁はSubg巴nusPinusに多く現れる。今

回薄紫を調べた12~援はすべてこの醸鮮に属する。

調査方法その他は，前報告 1)と金く向じで， 1976年 1丹から1977年12月までの 2年間，線月

2笹1.一本の枝に務いている各年齢の禁数を調べた。その閣の気象条件，調査方法，原産地の髄

度条件の推定方法も前報告 J)と同じであるので， これらの詳細は省略したい。

調査結 果

1.多節伸長型のマツ類の搭葉ItJi
Fig. 1 には Subsect.Contortae Iζ属する 1種， Subsect. Oocaゆae3開， Subsect. Sylvestres 
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2琉 Subsect.Australes 6障の年鴇の務襲速度を測定年むとに分けて比率(%)で示した。

節の穣~ä1内では，下方へ16]かつて分布域の磁度条件がより温暖な頓に競んでいる O ζれらの醸の

うちでP.virginiana. P. rigida. P.ρungens. P.ρinasterの4磁のの伸長は，謀本的には，

年一関製であるが， しばしば2間の伸長が認められるので，多節伸長型として扱っている。
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Fig. 1に見られるように， 12艇のマツの搭葉!tJ]は閣によって突に様々である o 純資年による極

11~での差異は， P. haletensis， P.仰 lustris，P. elliottii tζ明らかに現れているo これらの関は

いづれも典型的な多節伸長裂の槌であり，落諮問闘が長く，ある季節に特定できない磁類である。

ζのような額類では，年間の変動がしばしば現れるように忠われる。特にP.elliottii目の 3月の

搭は特異である。一般的には 4， 5月iζ接携する ζ とが多い。一時的な強度の務紫は，翌年の

務撲が少ない方向へ影響ーするらしい。他の種類での 2年間の変動型はよく似ていた o P. rigida， 

P. þungens ではl河年度で溶'1ll1~Wìのピークが明らかに異なっていたが，秋の気磁{低底下

た1叩97け7i年下でで、約半月i避座れTたこのJみ亦で， それらの型はよく{似以ていた O 前報 1)でで、訊翻lベたよう iにζ， マツの

譲葉は，樹木自体が必要に応じて葉ぞ除去する現象であったが，引き続く 2年間のそれぞれの年

の落葉には，関連事1:がない訳ではない。しかし，その関係の検討は.知jの機会とし， ここでは季

節変動のみを検討したい。

P. rigi目da，P. tungens， P. virginianαは仁1:1緯j交の年間の気組変化が比較的明離な場所を}t京政

i也とする様鍛である。 ζれらのマツは多郎を形成するが，駅員IJとしては芽の伸長が一@]のマツ類

である。乙れらの槌の落誕期は，高練度地方l乙分布する多くの単節型の額百{とほぼi司じであり，

秋l乙ー1mの典型的な務葉パターンを示した。たTごし，P. viな1目nia，P. tuηgensでは， 5月にも

出かではあるが，部議が認められる。この脊のわずかな落葉も，単簡般のマツ類にしばしば認め

られた性質であった。

P. echinata， P. taeda はアメリカ現1部のフロリダ半líhより ~tにう?千百する f!TI~設 5)で， 明らかな

多節伸長虫在京す躍有iである。 ζれらの落議期は，春秋 21mにわかれるが，殺の落葉はCくわず

かで大部分は秋に落葉する。赤井・市野引はP.taedα幼令林の落葉季節吾リター・トラップ法

により調べ，ほほ秋の 4斉取の結果を得ており， ζの在ITI乙関しては今問の結束と一致していた。

上記の 2際金合め，前fむの 3擦では，京都での秋に紅葉 (2奇襲)が認められ， 搭襲Wjの訪れは，

落葉数そのものを調べなくてもそれぞ知る ζ とができ，落襲現象i乙，四季の変化l乙適応して獲得

した砲の性質が伺われる。

P.ρinaster， P. halゅの2SISは地中海沿岸に分布するマツである。 P.ti加 sterは単郎1liM仲良るを

謀本とするが， P. haletensisは典型的な多色iriMi援をえおす総務である oP. tinasterの器禁は，

から秋(7月一 9月)に多い。 P.haletensIsは4月から10月まで‘の長い住育期間にわたり搭葉

が認められた。

P. radiata， P. tatula， P. greggiiは北アメリカ大陸の間部に額分化した近縁関であり，典

型的な多節伸長会伴う偲顕である。これらの務擦は，冬季には少ないものの，ほほ年1mを通じて

認められた。 P.仰 lstris，P. elliottiiは， 1弓じ大陸の東部に能分化した近縁磁であり，典製的

な多望i'i伸長のマツである。 ζの2搬の部諜は特定の季節告もたず，本調査では必!援に応じた葉の

除去ぞ行っていた。 P.elliottii 7) tζ関しでは，原産地での溶誕速度がリタ一生践に関連してリ

タトラップ法により翻べられている。 ζのiJ¥lj定例も今関の校のセンサス法とほとんど同じ結

果号告示し，年開を通じて搭撰していた。

2. 溶 と 協会

前報告-で検討したように，マツの落擦は，おい梁を11民改，除去するものでなく，機々な年齢の

禁制笥ヲ!く方法であった。多節伸長型のマツ類でもその間向は変わらず，探々な諜齢からなって

いた (Fig.2. Fig. 3 )。秋l乙一斉に落葉した P.virginiana， P. rigida， P.ρungensでは 1，

2年を経過した葉が議議のほとんどぞ占める O 興味あることに，P. virginiana， P. echinataの
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年簡を通じて落葉を示す穣9d'iでは， 1年を経過したが秋に多く務襲し，翌年の春以降に残り

の諜ぞ除去する(民向は認められるが，それほどi持続な性質ではない。 ζれらのマツ類でも，様々

な年齢構成の壌が様々な季節に落葉していた。

Fig.3 
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さ当年;乙発往した誕の落葉は.P.ρungens， P. radiαta. P.ρinαster fζ認められた。 P.仰 ngens

では秋に謀議したが• P. radiata. P. tinasterでは，存q乙伸長した新撰が， 変から秋にかけて

10%程度務葉した。 P.ρinaster，P. radiαtaはマツパノタマパエ 8ι9)が寄生するf11i類であるが

その加護はまれで・ある。調査した 2年間に上賀茂試験地での力IH警は認められなかった。これら 3

態のマツの新築の搭葉は. I日葉の器禁i腕とほぼ問じ事節であった ζ と， ζの虫の容を受けない

揮ta. 9) (P. tungens)でも当年1:の務葉が認められたのでに虫容などによるものでなくマツによ

る自己間引きであろう。

検討

前報告で調べたように，芽の成田設が年一間伸長製のマツ搬の落葉型は，大まかにいくつかの

型 1)1乙分けられた。それらは秋の一斉捜，森秋二悶型単年型などに分けられ，特殊な製とし

て夏季の落葉型も認められていた。さらに，マツ搬の落葉盟の形成は，原産地の気候条件に関連

した性質 1)として理解されていた。年lζー開成長する乙れらのマツは中，ぬ.締j変地方を!京陵地

にする乙とが多いので，務薬製としては，秋の一斉製 1)が多い。 ζの怒味では， 多節{市長摺の

マツ類は成長期闘が長く，冬季でもi綴i毘な地域をj京産地とする関が多いので. 12障の落葉タイプ

としては，務秋二部製.:im年製のマツが多い結果となっていた。

i拘報1)でのP.ρinea.P. roxburghii. P. merkusii. P. bungea聞は変l乙落葉し， 今闘の

P. tinaster. P. haletensisもζの季節lζ搭Z誌の最蛾jgjが確認された。前報において， ζの特殊

な搭襲蝦は，古い形鎚マツ搬に現れるi性質であり，落葉型として古いと判断した。しかし，今問

調べたP.haletensis. P. tinasterは必ずしも市い形質ぞもつ磁類ではない。前報の 4揮は，す

でに佐瀬的総書誌が略了ょした観類であるが.P. haletensisは他部との交雑が可能で， 際分化は新

しいと判断される。 ζの理由で，変の謀議製が者いとしたi諸説 1)は2否定される o そこで， ζの

謀議型について再び検討しておきたい。

切の搭梁型i'指した 6i翠は全てユーラシア大臨ぞ際践とする G 多数の観が分布する北アメリ

カ大j壌のマツで，今回錦べた臨類では， ζの落築裂は認められなかった。 6閣のうちの 3額は地

中海沿岸に分布する磁類であり，他の3極は， ヒマラヤ間部，東南アジア. ITI主j南itfllI乙分布し，
障は異なっても地縁fぬな関係iとある。乙れら全てはテーチスi4iJ:およびその賂辺に分布する艇であ

るO 現在の地中海沿俸のマツに限れば，立には臨しいi也事が訪れる。原産地のマツの落葉は，こ

の季節?に対応している ζとになる ο P.roxburghii， P. merlmsiiは乾季の明確な気候条件下に分

布する槌類 5)である。乙れらの艇では，乾季に擦を除去する性質宅金獲得し，京都での 7. 8月

の乾操j拐に対応して搭摸したのかもしれない。

大まかな結果だけからみると 芽の伸長恕!とは 無関係で、はないようにみえる O しかし，

[il伸長型のマツでも通年型の搭襲があり，多郎摺{Ip長のマツでも秋の一斉裂も認められた ζ とか

ら，芽の仲良型と落葉型とは必ずしも対応した'性質ではない。落葉型は，苦手の伸長裂との関係よ

りもむしろ，現在の気候条件に敏般に対応して落礎控が形成されていると}禁解される。 3らに，

それぞれの芽の伸長型l乙対して様々な落葉裂が形成されていた結果は，両者の肢史的経過舎も本

l唆するo マツ類の落葉曜の獲得は，それほど古い時代のものでなく，芽の伸長摺の分化がなされ

たf去に形成された性質であると推iJl.aされる。
特殊な落葉型である変撃の都議盟を除くと，マツ類の落葉型は低斡度から路線境地方に向かっ

〆て通年型，務局秋ニ問型，秋の一背型へと一連の{鼠斜が認、められていた。 ζれらの性鑓の傾斜は，

前報では溢j支の挙節性iζ対応するものと理解された。北半球の各地lζ分布するマツ搬は，第四紀



43 

の激しい気掛変動に対して当然梅抜高や南北の興動があったのと思われる，その聞に偶々の阪で

認められた搭紫!剖の特殊化が進み，部楽劉が形成されたものと思われる。
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Resume 

To determine the speciation in the Genus Pinus， seasonal falling of needl邸 wasmeasured 

for 12 pines with multi-flash type shoot growth. 1he all pines were planted in Kyoto 

and kept under natural conditions. 111e falling of n出 dl悶 fromone branch was measured 

twice a month for two y巴ars.Fundamental thr・eepatterns of needle fal1 were identified 

as the result of pin出 withsingle flash type. 

Although the pines to show often multiイIashtype brought from middle latitude region 

such as P. rigida， the needles fell in autumn. Those of the pines brought from the warm 

temperate region， fell in spring and autumn.官letypical pines of multi-flash growth 

such as P. elliottii brought from the lower latitude region fell throughout the year. 

Some pines had needles falling mainly in summer as shown in P.ρinaster. 

The detection of four patterns in the needle fall was fundamentally same as the single 

flash type.イThisresult shows that the formation of the seasonal patterns of needle fall 

in pines formed after the speciation of shoot growth patterns. 




